












（M-GTA）を用いて分析し、最終的に 10 のカテゴリーと 13 の概念が得られた。
< 興味・関心 > から出発した卒業研究の取り組みは、< 自分で調べる＞作業を
経て、< 第一のつまづき［知識不足］> を経験する。< 知識の整理の工夫 > に
勤めながら < 心理学概念につなげる > ことに成功すると進展するが、次に < 第
二のつまづき［停滞］> を経験する。< 思考の整理の工夫 > を繰り返し、自身
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ステージ１：「さぁ、はじめましょう」 ステージ６：「データを整理しよう」
① 漠然として思いやなんとなく気になっていることを紙に書いてみよう ① データを整理しよう
② 他の人がどんなことを気にしているか見てみよう ② 尺度水準について考えてみよう
③ 身近な話題に目を向けてみよう ③ 人口統計学的変数について考えてみよう
④ 周囲の人にアイデアを話してみよう ④ 参加者の情報を整理しよう
⑤ 研究で使うキーワードを探そう・論文のキーワードを調べてみよう ⑤ データ収集手続きを整理しよう
⑥ 英語のキーワードも調べてみよう ⑥ 英語の論文の「方法 Method」の部分を読んでみよう
⑦ 研究テーマを設定してみよう ⑦ 「方法」の部分を書いてみよう
ステージ２：「アイデアの絞り込みをしよう」 ステージ７：「分析してみよう」
① 論文を探してみよう ① 分析のストーリーを描いてみよう
② 英語の論文も探してみよう ② 分析作業を始めよう
③ 日本語の要約を読んでみよう ③ 仮説が検証されたか考えてみよう
④ 英語の要約を読んでみよう ④ 基本的な分析も押さえておこう
⑤ 論文の図表を読んで結果を読み取ろう ⑤ 他の分析方法も試してみよう
⑥ 英語を使ってリサーチクエスチョンを考えてみよう ⑥ テイクホームメッセージ * を考えよう
⑦ リサーチクエスチョンを立てよう ⑦ 論文の「結果」の部分を書き始めよう
ステージ３：「方法を選択して仮説を立てよう」 ステージ８：「結果の部分を書こう」
① 研究方法を考えてみよう ① 目的と仮説を文章にまとめよう
② 他の研究方法を考えてみよう ② 仮説に対応する結果をまとめよう
③ 研究方法をまとめよう ③ 表を作ろう
④ 重要な先行研究を調べよう ④ 図を作ろう




⑦ 仮説を立てよう ⑦ 「結果」の部分を仕上げよう
ステージ４：「データを集める準備をしよう」 ステージ９：「問題と目的・考察の部分を書こう」
① どれだけデータを集めればよいのか考えよう ① 論文の導入部分を書こう
② 研究倫理について考えてみよう ② 仮説に向けたストーリーをつくろう
③ 材料・道具を準備しよう ③ 「問題と目的」の部分を仕上げよう
④ 必要な書類を用意しよう ④ 「考察」の部分に書く内容を整理しよう
⑤ データを集める準備をしよう ⑤ 「考察」の部分を書き、限界と応用可能性、今後の課題を考えよう
⑥ 海外の研究で使われている同意書を見てみよう ⑥ 英語の論文を見てみよう
⑦ 予備調査・予備実験をしよう ⑦ 論文の各部分を仕上げよう
ステージ５：「データを集めよう」 ステージ 10：「書き上げてチェックしよう」
① データを集め始めよう ① 論文の構成を整えよう
② 分析の手順を思い浮かべながら、どのソフトウェアを使うかを決めよう ② 仲間に読んでもらおう
③ 分析方法のマニュアル本を見てみよう ③ 要約を書こう
④ 分析方法が書かれたウェブサイトを探そう ④ 引用文献リストの体裁を整えよう
⑤ ソフトウェアを操作してみよう ⑤ 最終確認をして論文を提出しよう
⑥ 論文に書かれているデータ分析の手順に関する記述を見てみよう ⑥ 英語でのプレゼンテーション技術を参考にしよう


























① 研究テーマを絞り込む ① 目標と期日を定める
② 頭の中を整理する ② 参加者に対する責任を自覚する
③ 集中して考える時間を取る ③ インフォームド・コンセントを取る
④ 研究の形を作っていく ④ 結果をフィードバックする
⑤ 研究の課題を明確にする ⑤ 研究データを慎重に管理する
２．研究スケジュールの設定 ４．データを分析する
① 研究のスケジュールを作る ① ローデータを眺める
② 参加者の人数を確保する ② 欠損値やはずれ値に注意する
③ 参加者に気遣いをする ③ 情報を集約する
























































ID 学年 進路 面接時間
Case A 4 年 就職 21m04s
Case B 4 年 就職 32m33s
Case C 4 年 進学 18m12s
Case D 3 年 進学 22m56s
Case E 3 年 進学 28m53s
表3　調査協力者一覧










































１） < 興味・関心 >（6） 自分の研究に関連する事象に対する興味・関心
２） < 自分で調べる >（6） 関心を寄せた事柄について、論文・著書など文献を検索する









































８） < 研究テーマの変更 >（2） これまで取り組んできた研究テーマを見直し、異なる興味・関心から再度テーマ設定に取り組む
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1）<興味・関心>























































































































　< 研究の楽しさの発見 > は、自分の研究に取り組む「楽しさ」を体験して
いる状態を意味し、このカテゴリーは【新しい知識獲得の喜び】と【研究が楽















象に対する < 興味・関心 > であると考えられる。自分が関心を寄せた事柄に
ついて、論文や著書など文献を検索する < 自分で調べる > 作業を経て、学生












































によって、< 研究の方向性の定着 > が生じる。どのような課題に今後取り組
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A Study on the Introduction of a Psychology Curriculum 
into Undergraduate Education (3).
Kazuaki KAWASHIMA, Yasuaki HAGA, Ikuyo MOCHIKI
Abstract
　Qualitative consideration about challenges and outcomes on what kind 
of learning is given to beginners who have decided to major in psychology 
has not been examined enough. The purpose of the present study was 
to consider the merit and the challenges of the learning experiences, and 
the process of beginners’graduation study. Semi-structured interviews 
about the learning experience were conducted with five participants. 
That material was analyzed with a modified grounded theory approach 
(M-GTA), which resulted in 10 categories and 13 concepts. Beginners 
started to study from their “interests”, and “searched the materials”, 
but they experienced “their first failure [the lack of their knowledge].” 
The“Acquisition of knowledge” helps to “connect their interests to 
psychological constructs” which enables them to advance their studies. 
However “the second failure[delay]”  brings trials and errors to  beginners 
to “settle the direction of the study.”Settling the direction enables 
beginners to discover  “the taste of their study.”
Keyword： beginner, graduation study, learning process
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